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1. 概要 

配管のスペクトルモーダル解析において，配管モデルの重心位置の上階の床応答スペクト

ルを単一入力で用いる手法（以下「重心位置スペクトル法」という。）は，従来から適用し

ており，今回の管の耐震性についての計算書の配管解析についても適用している。本資料に

その手法の妥当性を示す。 

なお，本資料が関連する工認図書は以下のとおり。 

・Ⅵ-2-1-1「耐震設計の基本方針」 

 

2. 重心位置スペクトル法について 

配管系は，同じ建物内の複数階，あるいは異なる建物の間に渡って設置されることが多く，

各支持点では異なった地震入力を受けるため，複数の床応答スペクトルを入力に用いる多入

力解析法を適用することにより実現象に近い結果が算出される。しかしながら，実設計にお

いては計算量低減等の観点より，床応答スペクトルの単一入力による解析を実施している。

重心位置スペクトル法では，配管モデルの重心位置を求め，その重心位置レベルの上階の床

応答スペクトルを単一入力で適用することを原則とする。 

なお，複数建物を渡る配管の入力震度は，配管モデルの重心位置を求め，その重心位置の

上階となる主たる建物＊の床応答スペクトルを適用する。 

注記＊：主たる建物とは，配管物量及び支持点が多い建物をいう。 

 

3. 重心位置スペクトル法を適用する妥当性 

上記重心位置スペクトル法を適用することの妥当性を示すものとして，ＪＥＡＧでの記載

及び（財）原子力工学試験センターにおける検討を示す。 

(1) ＪＥＡＧ４６０１-1987(1)の記載 

ＪＥＡＧ４６０１-1987 には以下の記載があり，重心位置スペクトル法が適用でき

ると判断される。 

「設計用床応答スペクトルは，当該系の重心位置に近い或いは耐震支持点の最も多い

床のもの等最も適切な床のものを採用することを基本とするが，耐震安全性評価上

必要ある場合は関連する床応答スペクトルによる多入力解析又はそれと同等の近似

解析法を用いることができる。」（添付-1参照） 

(2) (財)原子力工学試験センターにおける耐震設計の高度化に関する調査報告書(2)，(3) 

参考文献に示す(財)原子力工学試験センターにおける，耐震設計の高度化に関する

調査報告書にて，重心位置の床応答スペクトルを用いた耐震解析が，実現象に対して

保守性を有していることが確認されている。（添付-2参照） 
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実際の配管設計に

おける減衰定数 

実現象に近い解析方法 
重心位置スペクトル法 

（重心位置近傍） 

包絡スペクトル法 

（包絡スペクトルと同等） 

実現象に近い解析方法である時刻歴多入力解析と比較して重心位置スペクトル法は，

最大発生応力が大きくなるため，保守性を有している。 
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実際の配管設計における固有周期の領域の評価結果を抜粋 
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添付-2 

 

実現象に近い解析方法 

重心位置スペクトル法 

実現象に近い解析方法である時刻歴多入力解析と比較して重心位置スペクトル法は，

最大発生応力が大きくなるため，保守性を有している。 




